
山城盆地南部における明治期の商業的農業

はじめに

乾 幸次

地は，単に京都市よりの距離の遠近によって機

械的に決定されるものではない。本地域の商業

1〉19世紀初頭，チューネンが彼の著書『孤立 的農業の究明には，歴史的背景と自然的条件の

国』において「都市が舟揖すべき河川によって 相違，京都・大阪への輸送費と輸送方法など，

貫かれている場合は，高等園芸栽培圏は河川に 空間全体の質を問題にせねばならないと考える。

沿うて拡がってゆく」と述べたことはあまりに 本稿は山城盆地南部の木津川流域における明

も有名であるo 2) 治初期の商業的農業経営が，産業革命の進行と

ところで，近郊農業地帯について，官出秀雄 ともにどのように変容していったかを考察した

は，都市への社会的・経済的関連性によって規 ものである。

定されるものであり，都市への輸送費が重要で とくに，明治初期での木綿作・菜種作の衰退

あると述べ，さらに昭和12年頃の京都の特定読 ・消滅後，これにかわって栽培が増加していっ

菜経営地は，チューネン圏の如く幾何学的距離 た各種の果樹・読菜類の発達の過程を考察し，

でなく，主要交通路に沿うて否正形に拡がって

いると報告している。青鹿四郎は，都市よりの

距離の遠近によって農業経営の集約度の差異・

栽培作物の相違がみられるとし、ぅ。ところで筆

者は，山城盆地南部の読菜栽培は，京都市より

の距離の遠近に関係なく，木津川流域の上流ま

で大した差異が認められないような栽培景観を

呈し，チューネンの集約度の理論と不一致とな

って現われていると報告した。

さて，平安遷都以降山城国で、の疏菜栽培は壬
ごぼう ねぎ

生菜・聖護院大根・堀川牛芳・九条葱などの特

定の産地名を冠した競菜名によってもうかがえ

るように，その経営地は平安京近郊に集中して

いる。~羅列、i府志』にみえる山城盆地南部での
かぶら らふく

特産読菜の産地をみると，蕪著・薙萄(大根)
みまき せりな ごぼう

が御牧に，芹菜が宇治に，牛芳が八幡などの木

津川下流付近に産し，さらに京都都心より約30
なす しろうり

""32kmの木津川上流の狛に茄子・越瓜・角豆・
Lょうヵ:

生蓮が，鍛司(銭司〉に橘(ミカン〉が産し，

いずれも「貰京師」と記載されてし、る。

山城盆地南部は歴史的な大消費地，京都の郊

村地域といえるが，ここでの商品農作物の経営

さらに，これらの商品作物相互間の競合関係な

どによって，商業的農業の変貌を解明し，併せ

て本地域の地域性を把握しようと試みた。

自然的条件と商品作物栽培の発達

山城盆地南部とは，山城盆地のなかでも南半

の、南山城、と呼ばれるところである。行政的

にみると，北は京都市域の南に接する宇治市・

久御山町・八幡市域から，南は奈良県に接する

木津町までをさすが，さらに木津川横谷と和束

谷及び加茂・宇治田原での小盆地の諸町村も含

まれる。

この南山城地方の平野を自然的・人文的諸条

件からみて，南半の木津川河谷平野と北半の旧

臣椋池沿岸の低湿地及び黄葉・宇治丘陵の3つ

に区分して考察する。

1 木津川の河谷平野

南半の河谷平野とは，盆地最南端の木津町か

ら市辺・田辺両集落までの南北の距離約13km・

東西幅約3kmの狭小で帯状を呈する木津川の氾

濫原をさすが，豪雨期以外は比較的乾燥してい

る。ために，農業用水は木津川堤に設けられた
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用水伏越樋閣のほか，東西の山地から流れ出る 他方，この河谷平野の東端は，鷲峰山西縁の

小河川や溜池から用水を確保している。 断層崖で，樽松静江によって井手断層崖と名づ

この河谷平野では木津川に注ぐ20余の諸支流 けられ，多賀・井手・棚倉・高麗にかけては急

は天井川を形成し，本流に合するまでの比高2 傾斜している。それに対し西端は，生駒山塊東

~5mに達している。 縁に当り緩傾斜している。断層崖下には不規則

ところで，木津川が年々川床が高くなるにつ な扇状地が多く分布している。ここでの最大の

れて，豪雨時には木津川堤に設けられた用水伏 扇状地は玉川のつくった井手扇状地で，ここで

越樋問よりの逆流と，天井川の漏水などによる は玉川に井堰を設けて用水を確保して，聖武期

悪水が湛水しても内水災害Lをひきおこすとこ (72t748〕に橘諸兄によって早期に開発され
ろである。

正徳4年 (1714)市辺村の『乍恐以書付御願

申上候』によると， 4月の豪雨で悪水が湛水し

て麦15~16石減収したと L、う。この悪水排水に

は，近世頃より各村々立会の木津川堤悪水抜伏

越樋間が設けられているが，木津川の川床が年

年高くなるにつれて，替水日数は1週間にも及

ぶことが多L、。日下雅義は降雨200ミリをこえ

ると，天井川沿いの徴高地・自然堤防・洪水堆

積物などが島状に残るのみで，氾濫原の全域が

水没すると述べている。

この河谷平野の徴高地は，木津川右岸では新

在家・上狛集落の西方から不動川下流に至る聞

に自然堤防が連なっている。これは条里以前の

木津川の流路と考えられる。さらに下流へゆく

と渋川の廃川敷がみられ，多賀集落西方の自然

堤防は条里以前の旧流路とみなされる。天井川

の氾濫によるものとしては不動JIl・玉川・青谷

川・長谷川筋の北側に大量の砂川が堆積してい

る。木津川左岸での砂川は，メアンダーの攻撃

斜面などに分布し，僧坊・下狛集落の東方，滝

ノ鼻・船集落，さらに下流へゆくと江津・山本

.東集落の東方へと木津川堤に沿うて堆積して

t 、る。

これらの徴高地の畑は，夏季の 1~2 週間の

ている。

平野の東西の低丘陵地は，大阪層群からなる

地層が分布し，真竹・孟宗竹が植えられている。

さらに天井川の堤防傾商や木津川堤防外根敷の

河川敷にも，堤防に沿うて竹林が帯状に分布し

ているO これらの竹林は，江戸期に山崩・土砂

崩防止，堤防補強などの防災林として真竹が植

えられ，明治後期以降に孟宗竹(省薮〉にかえ

られたものが多い。

井手・多賀の段丘面から山腹に分布するミカ

ンの栽培は，明治・大正期に大阪・京都・懇

へ出荷され，京都府下最大の産地に発達した。

2 北部の低湿地

この低湿地は，巨椋池に合流していた宇治川

.木津川など諸河川の沖積作用からなる後背湿

地で，ほぼ15mの等高線にて固まれる地域が遊

水機器をはたしていて，山城盆地のなかではも
v'幸コのしよう

っとも低い。ここでの小河川の古川iは，枇杷庄

付近より北へ直線状に流れて旧巨椋池に注いで

いるo谷阿武躍は，この古川を『日本書紀』に

みえる「栗隈の大溝」に当ると述べ，さらに古

川は湖岸にデルターを形成しているので，条里

以前の木津川は古川と直接連絡を保っていたか

もしれないといっている。

さて，巨椋池湖岸は文禄期 (1592~95) の秀

日照りでも干ばつによる減収が生じるので，上 守Fよる土木工事によって地形が大きく変遷し
狛などでは濯概用井戸を堀り、ツルベ、による た口巨椋池東岸の徴高地は，宇治川の旧流路に

濯翫や肥桶による潅水が行われてし、る。だから

明治初期の主な商品作物は，夏作の甘藷，冬作

の菜種・エンドウ・ソラマメなどであって，木

綿作はほとんど村内自給用に栽培されていて，

大都市への出荷量は少なL、。

よって形成された自然堤防・中チI、μ:考えられる。

南岸は木津川などによる花崩岩質の細かし、砂の

堆積による広い沖積平地で，数条の自然堤防・

砂川、|・島状の畑が分布している。木津川左岸の

東村・西村から北西方向へと帯状に延びる自然
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堤防は，木津川の旧流路または分流跡であり，

右岸での江ノロから島田・東坊・坊之池・中島

釘貫へと至る帯状の非条里掠は，断片的ながら

古い木津川の自然堤防であるO左岸の岩田・下
奈良の東方や右岸の佐山南方・寺田西方の広い

砂川lは，木津川の氾濫で流出したものである。

明治以前の木津川はこの地域を北上し淀北方

で、桂川に合流してい立が，現在の木津川が実現

したのは明治2年で， !日河道はいまも地形図に

その跡を明瞭にとどめている。

以上の徴高地は排水の良好な砂質土壌の肥沃

な畑で，湿田からの伏流水により常に水分が保

たれているので，夏季に日照りが続いても干害

をうけることが少なし、。だから，江戸期から明

治初期にかけて木綿作のほか，甘藷・スイカ・

長イモ・ゴボウなど夏作の商品農産物の産地と

なった。また梨果は木津川出水前に収護できる

ので，天保年間 (1830~43) に島畑に移植され，

明治~大正期に栽培地を拡大した。佐山での砂

州を利用したナス・キウリ苗の促成栽培は，天

正期 (1573~91)にさかのぼるという。江戸期

には大阪・京都へ販路をひろげ，明治期に促成

栽培法を改良して今日の淀苗の特産地に発展し

た。

3 黄葉・宇治丘陵

宇治川谷口の北方での黄葉丘陵，その南方の

宇治丘陵は大阪層群に属するO この地層は前者

が黄葉層，後者は域陽磯層と呼ばれる。〉

黄葉丘陵は，醍醐山地西麓の黄葉断層崖麓に

沿うて西方に急傾斜しているが，麓はゆるやか

になっている。丘陵の下方には段丘瞭層がみら

れる。

宇治丘陵は，西方にゆるやかに傾斜し，地表

には放射状に諸小谷が刻まれ，下方段正下には

久津川・大谷川!・長谷川・青谷川などの諸河川

が不規則な扇状地を形成している。

著名な青谷梅の栽培は，宇治丘陵西南端の下

方段丘面の青谷川・長谷川の中流付近から段正

下の扇状地に及んでいる。近世に淀藩の奨励を

うけて盛んとなり，弘化・嘉永 (1844~53) の

頃には，焼梅・烏梅(染料の原料〉にして大阪

-京都の紅粉屋に販売し，明治期以降は生梅・

梅干にして大阪・京都への出荷が増加してゆき

今Bの特産地に発展したO 寺田東方の丘陵下方

段丘面を利用して，江戸末期より桃樹が，明、冶

初期から李樹の栽培が盛んになった。

以上の如く山城盆地南部における商品作物栽

培は，土壌@地形などの自然的条件と人文的諸

条件をよく反映している。

とくに，徴高地での畑作は，北半の低湿地に

夏作物を中心とした商品作物，たとえば，綿花

・スイカ・長イモ・ゴボウなどであるのに対し，

南半の河谷平野では，冬作物の菜種・エンドウ

・ソラマメなどとなっている。果樹は，北半の

低湿地の島畑に梨，宇治正陵に梅・桃・李が栽

培され，南半の井手・多賀の東方の急傾斜面に

ミカンが卓越している。

このような栽培景観の相違は，この盆地の自

然的条件の南北差が最大の要因である。

2 農業人口と農民社会

1 農業人口と人口増減

明治9年 (1876)ff山城国緩喜郡第四組井手

村誌』には「農10ニ6(60%)商10ニ2(20%) 

雑業10ニ2(20%)J と記載されてし、る。同年

の『久世郡皇園地誌編輯ニ付調書』による農業

人口は，寺田村80%，富野村87%，枇杷庄村89

%で雑業の%も高い。

このように明治初期の農業人口は，現城陽市

域が80~89%，現宇治市域が約80%，その他の

久世・綴喜・相楽郡の諸村も約80~90%を示し

ているが，前述の井手村(現井手町大字井手〉

の農業人口が約60%となっているのは，ここは

江戸期から水車油稼業や大和街道筋の玉水宿駅

での旅龍・問屋・街道稼人などの商業・交通に

関する職穫が多かったからである。

さて，明治中期頃まで南山城地方の諸村の人

口は，年々ほぼ一定の水準，または徴増してい

る。さらに明治23年 (1890)~大正 9 年(1920)

の30年間の人口推移をみると，著しい増加を示

すのは商工業の発展した宇治・東宇治・井手・

上狛の4ヵ町村のみであって，徴増加している
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@巨椋池

①笠取村②宇治村③鳩島村④宇治町⑤小倉村⑤大久

保村(以上現宇治市〉⑦御牧村CE佐山村(以上現久御

山町〉⑨久津川村⑮寺田村@富野荘村⑫青谷村(以上

現城陽市)=c宇治・久世郡〕③八幡町@都々城村@有
智郷村(以上現八幡市〉⑮大住村⑫田辺村⑬草内村⑬

三山木村⑧普賢寺村〈以上田辺町)@多賀村@井手村

(以上現井手町〉⑧田原村⑧宇治田原村〈以上宇治田

原町)=c綴喜郡〕⑧狛田村⑧祝園村⑨植田村⑧山田
荘村〈以上現精華町)⑧相楽村⑨木津村〈以上現木津

町)@棚倉村⑨高麗村⑧上狛村〈以上現山城町〉⑧瓶

原村⑧加茂村⑧嘗尾村(以上現加茂町)@西和束村⑧

中和東村⑧東和東村⑨湯船村〈以上現和束町〉⑨笠置

村(現笠置町〉⑨大河原村⑧高山村(以上南山域村〉

=c相楽郡〕
図1 地域概念図〈明治23年12月現在の町村〉

のは東部の山聞の諸村に集中し，人口停滞地帯

は木津川流域の水田の卓越している農村である。

石田龍次郎は，明治後期になると北陸・近畿・

山陽の水団地帯での人口減少は著しいと述べて

いるが，木津川流域の農村は，米作のほか果樹

・読菜・茶などの集約的農業を行い，近郊農業

を発展させていったので，大都市への人口流出

などによる人口減少はほとんどみられなし、。大

正中期以降は人口の徴増加現象を示しているの

である。

2 農民層の分解と商業的農業

山城盆地南部の農村で、の農民層の分解は，江

戸期からみられ，過小農民が庄倒的多数をしめ

図2 昭和4年小作地率

(注)IF京都府統計史料集(2)J186頁の資料により作成

ている。

元禄14年(1701)Ii'上田氏旧記』によると寺

田村では農家総数419戸のうち，無高百姓130戸

(31%)，高持百姓289戸 (69%)となっている

が，高持百姓のうち5石以下が55%を占めてい

て，近世初頭ですでにこのような零細小農民の

比重が高いことが知られる。文政5年 (1822)

の『井手村明細帳』は「当村家数138軒， 内94

軒高持百姓 (68%)，44軒水呑百姓 (32%)Jと

言己している。

これらの零細農民は，明治10年代の米価上昇

とデフレ政策のなかで，小作農民や農作業を主

とする雑業の賃労働者に没落し，土地は大地主

へ集積されていった。明治29年 (1896)富野荘

村の『所得高200円以上アルモノノ調査』によ

ると，在村耕作地主26人のうち， 20町以上の耕

地所有地主1人， 10町以上2人， 5町以上10人，

2町以上13人となっていて，資本力の豊かな地

元の地主が耕地を買い集めていることがわかる。

これらの地主は，雇用人を使用して約1町歩を

自耕しているのみで，大部分の耕地は小作人に

耕作させあいる。大正9年 (192ω 京都府市郡

別小作地率をみると， 60-70%内外の高率を示

すのは，現京都市域・乙訓・南桑田両郡のほか，

山城盆地南部では，京都市域に南接する久世・
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‘綴喜の2郡になっていて，木津川中・下流及び 域での農村は，高率小作料・高率小作地が明治

E椋池南岸の低湿地帯に集中Lている。昭和4 ・大正・昭和初期まで維持されている。このこ

年における市町村別小作地室も大正期とほとん とは，零細な農民が農業に依存せねばならない

ど変化していなし、。

この高率小作地で、の小作料はきわめて高額で

ある。明治18年〉(1885〉富野荘村外3カ村の『小

作慣行調査項目』によると「米小作壱反歩ニ付

小作米壱石参斗ニシテ地主小作人所得折半ノ割

合地主六分小作人四分。米小作豊凶共増減ナシ

ト雄モ天災ノ為メ潰地或ハ早水害ノ節ハ其損害

ニ応シ減額ス」などと記録されている。明治43

年(附〕富野荘村の『田地耕作利益五」によ

状況を示していると考えられる。 L、L、かえると，

農業労働力が大阪・京都の大都市に吸引されて

おらず，潜在的過剰人口の状態がつづいていた

といえよう。

3 交通の発達と商業的農業

1 街道・河川交通と都市への輸送費

山域盆地南部は，古代より河内・大和とも結

びつき 2つの古都をつなぐ廊下地帯をなして

ると， 1反当の小作料は1石5斗となっている いた。王城の地が大和から山域に遷っても，こ

が，耕作の諸経費を差引くと 1反当りの収益は， の地理的性格は基本的に変わることなく現在ま

地主が11円24銭であるが小作人は僅か3円80銭

となっている。

表1 農・工諸雇賃銭表・…・・明治21年富野荘村

業 名|賃銭 L土上~ I士

農作業年雇 l1ヶ月ポ:511:-1113
農作業日雇

養

糸繰
(蚕糸女〉 グ〉[づド:引づ
茶lf男コ製

でもちつづけている。

さて，木津川右岸の大和街道には，江戸期に

伏見・長池・玉水・木津に宿駅が設置されてい

る。明治10年大和街道の拡張工事を行い，従来

からの 2聞の道幅を車両の通行可能な4聞に拡

げた。明治22年 (1889)長池駅の戸数170戸，

陸運営業者50人，同稼業者50人，車両23両，人

力車21両となっていて，伏見までの貨物輸送費

は，人足(担し、) 5銭，荷車15銭，人力車15銭

で発荷の主なものは甘藷・梨・桃・梅などの

特産農産物であった。

鉄道の開通は早L、。明治29年 (1896)京都ー

奈良間(奈良鉄道株式会社・現国鉄奈良線)， 

同31年長尾一木津間(現片町線)， 名古量一木

津一大阪間(現関西線)が全通した。奈良鉄道

が開通しお明治29年に玉水停車場前に「玉水倉

庫合資会社」が創立され，鉄道の発着荷物を取

扱っているO 奈良鉄道による発荷物は，果実・
(注〕 明治19~22年『富野荘村農商務通信ニ係ノレ書

類Jによる。

この高率小作料に苦しむ小作農民は，小規模

ながら商品作物栽培に専念しながら，地元の地

:主と日雇・年雇の契約で茶・果樹・米作などの

:農作業に従事している。明治22年の富野荘村の

調査によると， 1カ年間に雇人を使用した自作

:農は62戸にも及んでし、る。

以上のように巨椋池南岸や木津川中・下流地

甘藷・茶・笥などの農産物で，着荷物は油粕・

・魚肥・木炭・塩などであった。この鉄道輸送

は木津川水運が衰退するにつれて増加している。

さて，山城盆地南部を南北に貫流する木津川

は，江戸期になるとおもに淀船が，いわゆる 7

浦(淀・一口・吐師・木津・瓶原・加茂・笠置)

を根拠地にして就航し， JII岸には浜が設けられ

た。前述の文政 5年の『井手村明細帳』には

「御年貢米津出し 是者二条御蔵場津差出し侯
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表2 明治25年富野荘村より大阪・京都・伏見への輸送費

大 阪 京 都 伏 見

穀物 1石ニ付!船 便 10. 0 陸 使 銭厘|15. 0 陸
使銭鹿毛
10. 0 

果実 1貫ニ付| 同 同 同 O. 8 

薪 グ 同 同

茶 グ 同 同 1・_0_1 同 o二土
(注〉 ・明治25年『富野荘村郡役所庶務係往復綴』による

・富野荘村(現城陽市〉は京都府庁より 6呈52間余〈約25km)南に位置してし、る。

節者木津;11へ附出し淀舟ニ積鳥羽伏見迄附届ケ であるO
鳥羽伏見問屋よ里車ユ市京着ニ御座候」と記さ 尿尿は重量が大であるうえ悪臭・汚れ・衛生

れている。明治2年 (1869)加茂浜には上荷船 上などの諸問題から長距離運送は困難であって

18鰻・柴船6腫，瓶原浜には上荷船18腰・柴船 その輸送範囲は荷車・牛車による陸路の場合は，

10腹があり，浜出し荷物は，甘藷・里芋・柿・ 一日の往復圏内の片道約15kmとなるが，水路で

信楽瀬戸物・炭・茶などであるー の尿尿船(肥船)による運送は，遠距離輸送が

市場への輸送費についてみると，陸路による

京都市場よりも，水路による大阪市場への輸送

費がきわめて低廉である (表2)。だから山城

盆地南部の木津川中・上流地でも，大阪市場へ

の出荷を目標に果樹・果菜・甘藷・茶などの商

品作物栽培が早くから盛んになったわけである。

大阪天満市場の明治27年の青物の入荷状況をみ

ると，山城地方 (18.9%)からかなりの入荷量

があり，大阪府内での和泉地方 (15.8%) ・河

内地方 (7.4%)よりもその量が多くなってい

ることが注目される。

以上により山城盆地南部は，木津川・淀川水

可能になるので，戦前東京市から搬出される原

尿の30~訴%は，水路輸送により埼玉県へ供給

されていた。

さて，山域盆地南部の木津川流域の場合は，

京都都心より約30~35km上流の遠距離まで水路，

輸送による京都市の尿尿供給圏になっていた。

伏見の尿問屋(肥商人)から購入された尿尿

は，肥船によって木津川・宇治川の各浜に陸揚

げされ，果樹・茶畑や菜種・麦作の寒肥として，.寸

また綿・読菜作の元肥・追肥にも大量に施用さ

れた。弘化2年 (1845)伊勢田の農家は65.5荷

c1荷とは肥桶2個)の尿尿を， 1荷につき銀

運を通じて，明治期にはすでに大阪の都市勢力 1匁3分で購入しおいるので，当時の米一石の

閤に包含されており，大阪への読菜供給圏内に 値段に相当している。明治43年 (1910)市辺村

属していたのである。このように京都・大阪両

大都市へ出荷し得る有利な条件が，この地方に

早くから商業的農業を発達させた最大の要因で

ある。

2 近郊農業経営と都市原尿供給圏

近郊農業地帯では，原尿が速効性窒素質肥料

として大量に施用されていたので，大都市より

の尿尿供給圏は，近郊読菜栽培地帯とほぼ一致

していた。それは，尿尿の成分からみた価終は，

の尿尿購入の『契約証書』には「上等下尿ー荷

ユツキ代金35銭。空因子桶(空肥桶)到着セパ

ー荷ニツキ金壱銭ヲ運夫ニ支払申候事」とある 0-

同年の寺田村肥料消費金額をみると，菜種油粕

(45.3%)や大豆油粕 (3.5%)などの諸肥料

よりも，人糞尿 (49%)の消費高がきわめて多

くなっているのが注目される(表3)。

ところで，大正・昭和期になると，菜種油粕白

・大豆油粕・魚肥・化学肥料などの購入肥料がυ

大豆粕の約%の市詰であって，他の諸肥料の価 次第円努力日してゆくが，尿尿の価格は明治末期

格と比べではなはだしく安い肥料であったから より下落しているので，尿尿の施用はあまり減Y
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少していない。昭和昨宮出秀雄の議tこよる 表3 明治43年寺田村肥料消費高

と，京都市の尿尿供給圏は，京都市域・乙訓郡

のほか，木津川・宇治川流域の久世・宇治・綴

喜の諸郡に集中している。木津川水運が消滅し

ていた戦前から戦後にかけて，荷車・リヤカー・

肥トラックや肥(尿尿)専用貨物電車(奈良電

鉄・現近鉄)による輸送もみられたが，これは

一時的な現象であった。

4 商品農作物とその作物聞の競合

1 商品農作物の種類

明治6年 (1873) 11松井村(現田辺町〉産物

高調帳』により村外へ出荷された農産物をみる

と，米(生産高の39.1%)，菜種 (100%)，茶

(73%)，答 (62.5%)，実綿・ミカン・甘藷

(各60%)などで，総生産金額5，156円のうち

2，398円 (46.5%)にも達している。

明治昨『京都府地誌』の各藩政村の「物産」

の項にみえる輸出(大阪・京都などへの出荷〉

農産物をみると，北半の低湿地では，綿花・ス

イカ・長イモが，南半の河谷平野では菜種・エ

¥¥¥」 消費高 i金額と%
1

10貫の金額

菜種油粕| 600，0貫00i|12，60円0(45.3%〕1| 
円銭
2.10 

大豆油粕i 4，9001 鰍 3判 2.00 

青 草| 4駅 1州 0.15 

人 糞| 400，州立蝋 43判 0.30 

人 尿| 同 o(5心| 0.05 

わら灰i 側 O判 o. 25 
l日h 計|問問。 27，780(1∞ω 
(注〉・明治43年『寺田村現勢調査簿』の資料により

作成

・寺田村は現城陽市

甘藷はほぼ全域の村々から出荷されている。果

樹はまだ出荷量が少ないが，梨は北半の島畑にじ

ミカンは井手や銭司付近の南西の傾斜面を利用

して栽培している。これらの果樹・読菜類は，

明治中期以降栽培面積が増加してゆき主要な商

品農作物となった。

これに対して，明治中期以降出荷量が次第に
こんにゃくだま

ンドウ・ソラマメ・ゴボウの出荷がとくに多L、。 減少して商品作物の地位を失ったのは， ~奇襲玉
ら ゆりね しょうが ごま

このほか，ナスは五ケ庄など宇治川流域に，議 ・百合根・生蓮・胡麻・煙草・大豆・小豆など
ふく

葡(大根)は里・南稲八開村など木津川上流に， があり，これらは南半の河谷平野と木津川横谷

図3 明治14年綿花・菜種の出荷量

(注〉明治14年『京都府地誌』により作成
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や和束谷の村々から出荷していた。

以上のように明治初期において，京都都心よ

り約35kmの木津川上流まで商品作物が栽培され，

大阪・京都へ出荷されているのは，木津川水運

によることが大である。また，北半の低湿地は

夏作物の綿花・果菜類が，南半の河谷平野は冬

作物の菜種・豆類がおもな商品作物であったの

は，前述したようにこの盆地の自然的条件の南

北差によるものである O

2 木綿{乍とその衰退・消滅

綿花は開花期以降は降雨をきらう作物で，綿

作畑は栽培期間中土壌に充分な水分が保たれな

ければならなし、。また油粕・干鰯・人糞尿など

多量の肥料と労力を必要とする。

宝暦4年(1754) U中村明細帳』や天保14年

(1843) U市辺村明細帳」には「木綿作，田方ニ

ハ無御座候」と記されていて，山城盆地虫部で

の綿作は，大和・河内などでのも聞方綿作、は

みられなL、。山城盆地南部での木綿作は，前述

のようにおもに北半の低湿地の旧木津川の自然

堤防や島畑の砂壌土の肥沃な畑地で栽培され，

h山城綿、として大阪などへ出荷している。

明治20年 (1887)大住村の販売農産物は，米

(12，900円)，綿花 (3，000円)，茶 (880円〉な
どで、あって，綿花は商品化の高い作物である。

明治33年草内村の農家(自小作農家・回1.2町

畑1.4町を耕作)の『経済調査』によると，綿

花の栽培面積は畑1.8反，生産量75貫にすぎな

いが，生産量の84%を大阪へ出荷している。

山城盆地南部における綿花栽培は，明治20年

(1887)頃を頂点として，同25年頃より衰退の

段階に入り，明治35年頃より急速に減少してゆ

き明治40年以降は消滅している。具体的にみる

と，八幡・都々域両村での明治27年の生産量は，

明治14年の約%に減少している。綴喜郡内の明

治37年の生産量は， 10年前の僅か%にすぎな

い。久津川村での綿作反別は， 明治35年に2.5

町， 36年に1.5町と減少しそれ以降は毎年前

年の泌以下に減少してゆき，明治40年 (1907)

には消滅しているO

以上のように山城盆地南部におけるも山城

綿、の消滅の速さは，主要綿作地であった大阪

・愛知などとよく似ている。消滅した綿作畑は，

梨畑のほかナス・スイカ・早生甘藷などの栽培

地に転換された。

3 甘藷と読菜との輪作

山城盆地南部の特産農産物となった甘藷は，

享保元~2 年 (1716~17) 頃に鹿背山(現木津

町〉 ・長池(現城戸市)で栽培がはじめられた

と伝えられている。

甘藷は砂壌質土の痩地の畑で，少量の加里肥

料のみで栽培できる作物である。木津川流域の

砂川、iで収穫した甘藷は，とくに品質優れ商品価

値が高いので，山城盆地南部の全域に栽培地を

拡大し，明治初期の主要な商品作物となった。

とくに明治14~15年頃に讃岐より導入した早生

種は， 4 月に定植し 7~8 月に収穫できる促成

栽培である。 8月に収穫した早生の甘藷畑の後

作には，大根・蕪 (8月→11月〉・エンドウ・

ソラマメ・冬野菜 (11月→翌5月〉を栽培する

3毛作の輪作を行っているO

また，労力の配分からみても甘藷は有利な作

物である。 4月の定植後1回の除草のみで収穫

できるので，栽培期間中は茶摘・製茶，果樹の

手入・収穫，田植・水田の草取りなどに労力を

配分し，農関期に入った8月に早生甘藷が，普

通作の甘藷も10月に収穫できる。

前述の明治14年『京都府地誌』によると「久

世郡=寺田・富野・久世ノ三村(現城陽市〉ヨ

リ出ノレ者特ニ甘旨観音堂・大久保・枇杷庄・上

津屋・下津屋・田井・中村ノ諸村之ニ次グ。全

部一ヶ年ノ出高凡拾五万貫。京阪・伏見及近傍

ニ販売スJ(・・印は筆者)r顔喜郡=岩田村・
川口村ニ産スル者佳ナリ……全郡凡二拾万貫目。

相楽郡=北村・祝園村・吐師村・相楽村等ニ産

スル者全部ニ冠タリ O 全郡一年間産出高凡六万

五千貫目」とある。大正期になると，京都府総

生産高の60"";"659u'をしめるようになった。とく

に寺田村での生産高は，明治14年2.4万貫，同

43年15万貫，大正7年には26.9万貫と急激に増

加してゆき， 、寺田いも、と呼ばれる特産物に

なった。
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表4 農作業の労力配分…・・・明治45年久津川村

l土
農 作 業

及薪刈

0

0

0

一
O

O

O

一
0

2

2

唱

'a
噌

'
A

噌
E
A

一

噌

E
4

噌

E
4

ぜ
E
A

一

『

E
4

司
E
A

噌

a
A

上旬

7月|中旬

下旬
一一一一一一よ一一一一 l 

上旬

8月!中旬

下旬

育飼

一

蚕

一

夏

一

及

M
M

崎

一

脚

の

一

回

麦

一

稲

井
]

1

ノ

一

井

』

入

茶

一

入

M
M

手

番

一

手

の

二

一

グ

の

菜

(

白

菜

野

植

茶

野

夏

目

製

夏

10 

10 

10 

10 

10 

10 

9 

9 
一一一一一一一_L一一

甘藷・夏野菜の収穫 9 

ググ 9 

麦の播種と水稲の収穫 9 

水稲の収穫 8 

グ 8

グ 8

8 

;l 

夏野菜の除草・施肥・中耕と甘藷の早掘り

グ グ

グ " 及梨果収穫

9月

梨果収穫

夏野菜の手入・施肥

茶畑の中耕

10月

11月

12月 呆樹苗の槌付

果樹・茶・桑の中耕と施肥

(注)・明治45年『久津JII村統計調査』により作成。
• 5月中・下旬の12時間の労働時聞は，午前3時-12時と午後1時-8時まで，休憩時間は午前・午後各
2時間0

・久津)11村〈現城陽市〉は木津川下流の低湿地の農村。
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さて，宮出秀雄は，近郊農業においては粗放
ごぼう

的な作物，たとえば甘藷・牛芳・生大根などは

漸次衰退し，集約的作物のナス・キウリ・ネギ

などの果菜・葉菜類の作付面積が増加すると述

べているが，山城盆地南部における甘藷栽培は，

明治~大正期にかけて果樹や読菜類とともに作

付面積が増加している。

これは甘藷を商品作物として栽培してきたこ

と。早生種による促成栽培によって秋・冬野菜

との輪作型の集約的経営を行ったこと。さらに

甘藷の栽培期間中は夏野菜・果樹などの栽培に

労力が投入できること。木津川・淀川の船便に

より低廉な輸送費で大阪への出荷が可能であっ

Tこことなどによる。

4 後背湿地の水田へ拡散した梨樹栽培

日本における果樹栽培のための土地利用は，

傾斜面がおも清明されていて水団地帯に入っ

た事例は少ないが，山城盆地南部の場合は，木

津川の出水前に収穫できる作物として，文政12

年(182抗議濃の国から導入して島畑に横えた

のにはじまる。

梨果は商品化率がほぼ100%で，船便を利用

して大阪へ出荷し得る商品作物であるので，綿

作が衰退・消滅した明治35~45年頃から木綿作

畑が急速に梨畑に転換した。さらに明治末期か

ら大正前期にかけて，寺田集落西方の内水災害

常襲地の後背湿地の水田地帯へと拡散されたの

が注目される。

梨畑に転換される水田は，生産力の劣った湛

水田・湿田や砂が流入する水田で，これらの水

田の一部分を高畝による細長い島状の梨畑に改

良しているので，小規模な梨畑が水田のなかに

点在している。この水田の梨畑化は，自作地に

なされた場合が多し、。これらの地主は，稲作と

梨樹栽培とを農業経営の中にとり入れており，

果樹専業農家はみられない。

また小作水田にもみられるのは，地主が小作

料の安定した収納を計ったためと考えられる。

山城盆地南部での日本梨の生産量は，明治末

期を頂点として次第に衰退してゆく。主産地に

発展した寺田・富野荘2村の大正7ずの生産高

は，明治43年の約指に減少している。しかし，

図5 島畑から水回のなかへ拡散した梨畑

(注〉 大日本帝国陸地測量部及び地理調査所発行の地形図により作成
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大正期の久世・鶴喜両郡の生産高は，京都府下 度に低下し，その防除方法が見出せなかったの

総生産量の60~70%を占れいて，特産地の地 で，大正期以降は再度桃樹に転換され，昭和前
位は保たれているが，衰退の速度が早くなった

のは昭和期以降で，現在は川口〈環八幡市〉佐

山(現久御山町〉の島畑に梨畑がみられるのみ

で，それ以外はほとんど消波した。

このように江戸末期から明治期にかけて栽培

面積が増加し，大正期以降漸減がつづいている

のは，ここでの梨果は他産地との競争に打ち勝

ち得なかったことにもよるが，洪水前に収穫で

きる作物として導入された梨樹は，大正期以降

の木津川治水事業により，洪水などの災害の回

数が少なくなったので，水田への再転換や島畑

での梨樹栽培よりも一層有利なナス・キウリ・

マクワウリ・スイカや甘藷の促成栽培に再度転

換されたためで、ある O

5 桃樹と李樹(寺田李)の競合

桃樹と李樹は，ともに排水の良い砂質土に適

するので，宇治丘陵商方の開析谷や不規則な扇

状地に栽培され，施肥・栽培方法・収穫期など

もほとんど同じである。

さて，桃樹栽培は江戸末期から盛んとなった。

明治20年 (1887)寺田村で桃果140荷，李65荷，

久世村は桃果500斤，明治24年富野荘村では桃

果36，800貫(2，944円〉梨果28，700貫 (2，580円)

梅2，700貫(1，350円)の生産量を示し，明治中

期での桃果の生産量とその金額は，数多くの果

実のなかで首位を占めているO

他方，明治初期に導入された李は，宇治正陵

で桃樹と混植して栽培がはじまった。明治18年

(1885)外国人への接待用の果物として神戸の

外国商館への販売に成功し，明治36年 (1903)

大阪に聞かれた内国勧業博覧会に李と桃・梨・

梅を出品した。このとき寺田村に産する李は，

他産地のものよりきわめて良質であったので有

名となり，明治犯年寺田村に産する李を、寺田

李、と改称した。同年寺田村の李果の生産量は

15，000貫 (28，000円〉で，金額にして桃実の約

2倍となり，米につぐ農産物となった。

期には李栽培は消滅した。

以上のように桃樹と李樹の栽培は経済的競合

がみられた。桃樹は一時的に李樹に優位の地位

を奪われたが，大正期に再び栽培が盛んとなっ

た。しかし，この桃樹の栽培も昭和期以降は次

第に衰退している。

6 ミカシ栽培とその衰退

n旬、H府志iに「橘京師所貰多出白木津河
遼銭司々々地在山腹背北向南放一切柑類発至米
ーニ『 ν v 二

殻其味矯宜是因土地和暖者乎按銭司地古銭司
ーレニ 司 ぜず

之領地乎」と記載されている。この銭司は木津

川横谷の北岸の地で，この銭司から瓶原にかけ

て嘉永年間 (1848~53) に温州・紀州品種を導

入して，南傾斜面の山腹を開拓して栽培地を拡

大している。品質も優れ、石寺柑子に銭司蜜

持、と称して荷車で大和へ，木津川の船便で伏

見・京都へ出荷している。前述の明治14年『京

都府地誌(山城国相楽郡誌はには「銭司村ニ

生スル者ヲ以テ第一トス。石寺村之ニ次グ。例

幣・釜塚村等又之ユ次グ。全部産出凡900貫目」

とあり，生産量はあまり多くなし、。

井手・多賀を中心とするミヵ γの栽培は，奈

良期に橘諸兄が井手に別業を設けたさいにはじ

まったと伝えられているが，宝永年間 (1704...... 

08)に温州苗金導入して，段丘面から南西傾斜

面の山腹・山頂付近まで栽培地を拡大していっ

弘前述の明治14年『山城国綴喜郡村誌(京都

府地誌)J]には「井手村ノ蜜柑凡六万千四百七

十貫目京都伏見及大和地方へ運送ス」とあり，

さらに問書はこの井手村から 2~3 凶の近傍の

諸村，すなわち多賀村(出荷量8，000貫)，中村

σ20貫)，飯岡村 (250駄=1駄36貫トス)，東

村 (20駄)，興戸村 (600貫)もミカンの出荷量

の多いことを記載している。このように井手・

多賀を中心とする地帯が，明治初期にはすで、に

ミカンの生産地を形成していたことがわかる。

この地のミカンは，紀州のものt違って貯蔵
このように急激に発達した寺田李に明治42年 によって甘味を増す、貯蔵ミカン、であるO 収

(1909)日焼病と呼ぶ病害が発生して品質が極 穫後各農家で貯蔵され，翌春の 3 月 ~5 月に出
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荷するので商品価値がきわめて高くなり，明治

・大正期には次第に生産量が増加していった。

明治29年 (1896)奈良鉄道(現国鉄奈良線)開

なった宥と甘藷とである。替は明治後期から大

正期に栽培地が増大した。甘藷は木津川の砂川‘i

を中心に栽培され，商品作物として明治・大正

通後は，鉄道輸送によって中部地方まで販路を 期に，大阪・京都への出荷量が増大したのが注

拡大している。しかし，昭和期以降は他産地と

の競合に打ち勝つことができず， ミカンよりも

収益の多い濁〈孟宗竹林〉の生産に転換されて

次第に衰退し，現在は多賀・井手の山腹にミカ

ン畑が残っているにすぎない。

まとめ

山城盆地南部は京都の郊村地域といえるが，

産業革命期においても農業労働力が京都・大阪

に吸引されることなく，高率小作地・高率小作

料が昭和初期に至るまで維持されており，潜在

的過剰人口の状態がつづいてきた。このことが

木津川流域に集約的な農業経営を発展させてい

った。

また市場への輸送費は，陸路による京都市場

よりも，木津川・淀川の船便による大阪市場へ

の輸送費が低廉であるので，明治中期にはすで

に大阪市の読葉・果実の供給圏に包含されてい

る。このように明治期に京都・大阪両大都市に

出荷し得る有利な条件を具えるようになってお

り，これが山城盆地南部に早くから商業的農業

を発達させたわけである。

さて，木津川流域の商品作物としての読菜・

果樹は，その種類がきわめて多L、。これらの栽

培地は，京都市からの距離の遠近によって決定

されるのでなしこの盆地の地形・土壌などの

自然的条件の南北差をよく反映している。すな

わち，北半の低湿地における微高地での木綿作

畑は，綿作の消滅後に梨畑のほか夏作物の果菜

類や促成栽培の甘藷畑に転換されていった。葉

菜類が増加したのは大正期以降であるO これに

対L，比較的乾燥している南半の河谷平野では，
夏作物よりも冬作の菜種・エンドウ・ソラマメ

や根菜類がおもな商品作物であった。そうして

明治末期から秋・冬野菜が漸増している。

この盆地全域に栽培地が拡大されて南北差が

認められないのは，南山城地方の特産農産物と

目される。

果樹の栽培は，江戸末期から盛んとなり，明

治後期には李・桃・梨・梅・ミカンなどが特産

物の地位を築いたが，梅以外は昭和期以降に衰

退または消滅している。

(京都府立城陽高等学校)

;付記コ本論文を作成するにあたり，谷岡武雄教

授に貴重な御指導・御助言をいただきました。ここ

に厚く御礼を申し上げる次第です。
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ザ .COMMERCIALAGRICULTURE IN THE SOUTHERN PART OF YAMASHIRO 

BASIN， CENTRAL JAPAN， IN THE MEIJI ERA 

Koji INUI 

The southern part of Yamashiro basin， through which the Kizu river runs from 

'south to north， locates at the southern outskirts of Kyoto City. In this area， growing 

of vegetables and fruits for marketing developed early in the Meiji Era. The 

products were shipped to Osaka and Kyoto City through the Kizu and the Yodo 

nver. 

The distribution of the growing lands of these crops in this area did not depend 

on the distance from the consuming districts， but reflected natural conditions such 
as land form and soil which were quite varied within this area. The cotton fields 

located at a 1ittle raised strips in low and damp lands of the northern part of this 

area were converted into the fields of pear， fruit vegetables of summer， and sweet 

potato. On the other hand， the main crops for marketing at the valley of the southern 

part were rape， pea， broad bean， and rootcrops. Except the last ones， they were 

cultivated as winter crops. It is after the Taisho Era that the production of edible 

herbs increased. Apart from ume or Japanese apricot， the cultivation of many 

kinds of fruits flourished from the latter half of the Meiji Era to the middle of the 

Taisho Era， but it fell away or disappeared in the Showa Era. 
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